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松くい虫被害（マツ枯れ、マツ材線虫病ともいう）が

広がるのは、病原体マツノザイセンチュウ（写真1）を

マツノマダラカミキリ（写真2a）（もしくはカラフトヒゲ

ナガカミキリ、写真2b）の成虫が、枯れたマツから健

全なマツへと運ぶからです。自分自身では木から木

へと移動できない体長1mm程度の小さな線虫が、昆

虫を運び屋として利用する例は、他にも多く見られま

す。マツノザイセンチュウの近縁種（Bursaphelenchus

属の線虫）を考えてみると、枯れたマツに生息するニ

セマツノザイセンチュウも、マツノザイセンチュウと同

様に、マツノマダラカミキリやカラフトヒゲナガカミキ

リによって運ばれます。さらに、近年、枯れたマツには

B. firmae（和名なし）やB. doui（和名なし）といった別

のマツノザイセンチュウ近縁種も存在することが明ら

かになったのですが、前者はヒゲナガカミキリを、また

後者はヒメヒゲナガカミキリやビロウドカミキリ（写真

3a）を運び屋としています。一方、広葉樹にも目を向

けてみると、クワやイチジクに生息するクワノザイセン

チュウはキボシカミキリに、タラノキに生息するタラノ

ザイセンチュウはセンノカミキリ（写真3b）によって運

ばれます。興味深いことに、これらのカミキリムシは全

て、カミキリムシ科の中のフトカミキリ亜科ヒゲナガカ

ミキリ族というグループに属しています。すなわち、マ

ツノザイセンチュウを含むこれらの線虫は、ヒゲナガカ

ミキリ族のカミキリムシに運ばれる、言い換えると、ヒ

ゲナガカミキリ族と相性が良いということになります。

これらの線虫は、通常は餌である菌類（いわゆるカ

ビ）を食べる増殖型（写真4a）という状態なのですが、

カミキリムシに運ばれる際には餌を食べなくても生き

られる耐久型（写真4b）という状態になります。なぜな

らカミキリムシの中にいる間は、餌を食べることができ

ないからです。この耐久型になる際に必要なのが、運

び屋になるカミキリムシが蛹から成虫になるときに出

す何らかの物質であることが明らかになりました。好

みのカミキリムシの近くにいる線虫は、その物質を感

じて耐久型になり、無事カミキリムシに運ばれます。

一方、運び屋としてふさわしくない（相性の良くない）

別の昆虫の近くに線虫がいたとしても、耐久型にはな

らないので、その昆虫に運ばれることはありません。カ

ミキリムシと線虫の関係の巧妙さに驚かされるととも

に、この知見から松くい虫被害を防除するための手が

かり、すなわちマツノマダラカミキリとマツノザイセン

チュウの関係を断ち切るためのアイデアを得ようと、

さらに研究を進めています。カミキリムシと線虫の関係

写真 1：マツノザイセンチュウ雄成虫（体長約1 mm）
写真 2：a）マツノマダラカミキリ雌成虫
　　　　b）カラフトヒゲナガカミキリ雄成虫
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写真 3：a）ビロウドカミキリ雄成虫
　　　　b）センノカミキリ雄成虫

写真 4　マツノザイセンチュウの頭部
　　　　 a）増殖型：針のような口（口針）が見える。
　　　　 b）耐久型：口針がなくなっている。
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